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東海低レベル放射性廃棄物埋設事業所
第二種廃棄物埋設施設に係る

現地確認資料



１．東海発電所の廃止措置の状況
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廃止措置工事 全体概要

第１期工事 第２期工事

原子炉領域以外の撤去 原子炉領域以外（主に熱交換器）の撤去

第３期工事

原子炉領域の撤去 建屋等の撤去

燃料取替機の撤去

給水ポンプ等機器の撤去
補助ボイラー等の機器撤去

使用済燃料冷却池内機器の撤去及び冷却池の洗浄・排水

タービン・発電機等の機器撤去 熱交換器の撤去

燃料取替機の撤去補助ボイラー等の機器撤去

生体遮へい体の撤去

炉内挿入物，原子炉圧力容器の撤去

：撤去対象

※：赤字は撤去完了
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熱交換器

原子炉圧力容器

熱交換器建屋

ガスダクト
排気筒

原子炉建屋

燃料取扱建屋

タービン建屋

上部構造物

生体遮へい体

使用済燃料冷却池

炉内
構造物

運転床領域

使用済燃料
冷却池建屋

ガス

放射能レベル区分

低レベル
放射性
廃棄物

放射能レベルの比較的高いもの（L1）

放射能レベルの比較的低いもの（L2）

放射能レベルの極めて低いもの（L3）

放射性物質として扱う必要のない物（CL）

放射性廃棄物でない廃棄物（NR）
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廃止措置対象施設の推定汚染分布

東海発電所推定汚染分布（鳥瞰図）

原子炉建屋

原子炉建屋周辺の推定汚染分布（断面図）

一次生体遮へい体

二次生体遮へい体

運転床領域
（上部一次遮へい床版）

炉内
構造物

熱交換器建屋 熱交換器建屋

熱交換器

ガスダクト

ガス系
廃液系
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埋設対象物（廃棄物の物量）
東海発電所から発生する低レベル放射性廃棄物のうち，放射能レベルが極めて低いもの（Ｌ３廃棄物）
で，以下のものを埋設する。なお，Ｌ３の廃棄物に含まれる放射能量の設定は，運転停止から約２０年
間以上の減衰期間を経ており，これを考慮している。

※１ おおよそ半分は解体済み

廃棄物種類 対象廃棄物 分類 数量（ｔ）

金属

解体撤去工事に伴い発生する（した）もの※1

（熱交換器、その他機器・配管等）

ガス系汚染 約3,970

廃液系汚染 約130

放射化※2 約610

運転中に発生したもの ガス系汚染 約110

廃止措置中に新たに設置する解体工事用機器 ガス系汚染 約1,300

コンクリート（ブロック） 生体遮へい体 放射化 約9,380

コンクリート（ガラ）

コンクリートのはつり等に伴い発生するコンクリート
の破片等

ガス系汚染 約120

廃液系汚染 約40

放射化 約120

運転中に発生したもの ガス系汚染 約210

合計※ 3 約16,000

※ 2 一部にはガス系汚染も含む。 ※ 3 端数処理のため合計値は一致しない。
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Ｌ３廃棄物保管状況（熱交換器の例）（１／２）
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熱交換器伝熱管
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Ｌ３廃棄物保管状況（熱交換器の例）（２／２）
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No.2熱交換器胴体

熱交換器内部構造物 熱交換器内部構造物

ホットガスダクトNo.1熱交換器胴体



２．東海Ｌ３廃棄物の処理・運搬等
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100 200m

東海発電所～廃棄物埋設施設までの全体物流（案）
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東海L3廃棄物
埋設事業所

東海
発電所

東海第二
発電所

固体廃棄物貯蔵庫（D/Y）

B棟

A棟

防潮堤
太平洋防波堤

（凡例）

周辺監視区域境界線
（防波堤及び荷揚げ場も含む）

発電所敷地境界線

モニタリングポスト

廃棄物埋設地の位置

運搬経路（東海保安規定）

運搬経路（埋設保安規定）

ホットワークショップ建屋（HWS）
（除染 → 測定 → 砂充塡）

P

P

P

P
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Ｌ３廃棄物処理作業全体フロー（金属廃棄物の例）
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解体現場／建屋内

ホットワークショップ建屋

・放射能濃度測定
・重量測定

廃棄物
埋設地へ

・砂充塡
・重量測定・容器収納

保管

L3廃棄物（金属）

・除染

除染

測定 砂充塡

固体廃棄物貯蔵庫

東海発電所

分別



３．東海Ｌ３埋設予定地
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廃棄物埋設地の配置
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埋設保全
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雨水防止テント

内陸側

海側

最終覆土

▽T.P. ＋8.41m
（廃棄物埋設地の地表面）

▽T.P. ＋5.7m

▽T.P. ＋4.81m
遡上波

埋設トレンチ

（断面図）

側部低透水
性覆土

セメント改良土

改良地盤

セメント改良土
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廃棄物埋設施設位置
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廃棄物埋設地近傍の地形

敷地近傍の地形図 廃棄物埋設地付近の地形図
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地質断面図（Ｎ－Ｓ断面）
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地質断面図（Ｅ－Ｗ断面）
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地下水位等高線図

凡例
廃棄物埋設施設位置
等高線（0.5m間隔）
等高線（0.1m間隔）
流線
地下水観測孔

内陸側

海側


